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“うま”く活用しましょう

「
午
年
」は〝
前
向
き
な
行
動
が

成
功
を
呼
ぶ
〞年
で
す
。

目
標
を
し
っ
か
り
と
定
め
て
、

大
き
な
実
り
の
あ
る
一
年
に

し
ま
し
ょ
う
。

跳
ね
て
、
駆
け
て

　
新
た
な
一
歩

内　　容  ● 介護保険制度や高齢者の特性の理解
　　　　　　 認知症の理解、傾聴の知識
　　　　　 ●通所、訪問介護の実際の活動について
　　　　　 ●ボランティア活動について等
対　　象  市内在住・在勤の方
会　　場  吹上生涯学習センター(吹上富士見1-1-1）

日　　時  令和8年2月6日､ 20日､ 27日の３日間
　　　　　 (全て金曜日)
　　　　　 午前９時30分～午後４時30分頃
定　　員  30名(先着順）
費　　用  無料
申 込 み
問 合 せ

 地域福祉課
　　　　　 TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

はつらついきいきサポーター養成研修はつらついきいきサポーター養成研修



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
鴻
巣
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会

  

会
長
　
春
山
　
一
雄

　令和7年１１月３日（月）、クレアこうのすを会場に開催された
「鴻巣市生涯学習フェスティバル」に鴻巣市ボランティアセンターが
初参加しました。会場ではセンターのPRやボランティア相談を行い、
参加団体や来場者との新しい出会いがありました♪
　センターでは随時、個人・グループを問わずボランティア活動に
興味のある方からの連絡・相談をお待ちしています！

問 合 せ 地域福祉課 TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102
※鴻巣市ボランティアセンターは市社会福祉協議会内にあります。

ボランティア活動のことなら「鴻巣市ボランティアセンター」へ！

　視覚障がい者の外出や社会参加を支援する方の養成講座を、
令和7年12月3日（水）と12日（金）の２日間、北本市社協と合同で
開催しました。
　講座は、両市併せて18名の方に参加いただき、視覚障がいに
対する理解やガイドヘルパーの業務・倫理を座学や実技で学び
ました。
　修了された皆さまには、事業を支えるマンパワーとして活躍いた
だけることを願っています。
　※市社会福祉協議会は、「鴻巣市視覚障がい者ガイドヘルパー
　　派遣事業」を市より受託しています。

視覚障がい者ガイドヘルパー養成講座を開催しました！

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
社
協
会
員
増
強
運
動
、
共
同
募
金
運
動
を
は
じ
め
、
本
会
の
地
域
福
祉
事

業
の
推
進
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
役
員
並
び
に
職
員
一
同
を
代
表
し
ま
し
て
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
団
塊
の
世
代
が
全
て
七
十
五
歳
以
上
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
、
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
が
六
十
五
歳
以
上
と
な
る
「
２
０
４
０
年
問
題
」
が
迫
って
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
の
さ
ら
な
る
進
行
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
、
地
域
社
会
を
取

り
巻
く
課
題
は
一
層
複
雑
化
し
、
福
祉
活
動
の
役
割
と
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
の
中
で
、
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
身
近
な
地
域
で
の
さ
り

げ
な
い
「
目
く
ば
り
」
や
「
気
く
ば
り
」
を
行
う
見
守
り
活
動
で
す
。
大
げ
さ
な
支
援
で

な
く
と
も
、
日
々
の
暮
ら
し
を
通
じ
て
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
小
さ
な
異
変
に
早
期
に
気

づ
き
合
う
こ
と
が
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
土
台
と
な
り
ま
す
。
本
年

も
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
と
共
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
会
が
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
む
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
で
の
権
利
擁
護
体
制
の
要
と
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
必
要
性
が
高
ま
り
ま
す
。
昨
年
、

初
め
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
成
年
後
見
相
談
会
」
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
反
響
を
い

た
だ
き
、
改
め
て
こ
の
分
野
へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
よ
り

相
談
し
や
す
く
、
よ
り
理
解
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
午
年
で
す
。
古
く
か
ら
、
馬
は
「
飛
躍
」「
前
進
」
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
会
も
こ
の
一
年
は
、
地
域
福
祉
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
大
き
く
前
に
踏
み
出
す
年
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
支
部

社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
・
町
内
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
福
祉
関
係
団
体
や

行
政
機
関
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
を
図
り
、
役
職
員
一
同
全
力
で
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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受賞されたボランティア団体の紹介

 （順不同･敬称略）

この大会は、埼玉県の社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰するとともに、県内の社会福祉関係者が集い、
社会福祉に関する課題の解決に向けた決意を新たにし、福祉活動の更なる普及と充実を図ることを目的として
開催されるものです。

現に社会福祉事業のボラン
ティアとして10年以上に
わたり、率先して活動を
行い、その功績が顕著なもの

ボランティア（個人）

＊手島　とし江
＊臼田　千鶴子

社会福祉活動協助者
社会福祉事業に理解と熱意
を有する個人で、金品等の
寄贈を行い、その功績が
顕著なもの

＊躑躅森　喜代治

令和７年度 埼玉県社会福祉大会

現に社会福祉事業のボランティア団体と
して８年以上にわたり、率先して活動を
行い、その功績が顕著なもの

ボランティア（団体）

＊鴻巣人形防犯パトロール隊
＊鴻巣市心の健康を守る家族の会
＊わらべうた親子教室‘あそぼ’
＊オバトン
＊音声ガイド鴻巣うさぎのみみ

鴻巣人形防犯
パトロール隊

　毎日、通学中の子どもたちの安全を見守る活動を行っています。特に交通量の
多い横断歩道や雨の日の視界が悪い日には、自動車や自転車の往来に気を配りな
がら子どもたちの笑顔を原動力にパトロール活動を行っています。

わらべうた親子教室
‘あそぼ’

　日本の心や感性を育てながら親子のふれあいを深めるため、わらべうた教室
を開催しています。子育てのポイントをアドバイスし、親力を身につけるサポート
もしています。シニアサークル向けの出前講座も始め、懐メロや脳トレを楽しん
でいます。

オバトン
　市内や県内の有志が集まり、東日本大震災で甚大な被害を受けて、避難を
余儀なくされた方が、見知らぬところで少しでも安らぎが得られるように寄り添
いながら交流等活動を行い人と人との繋がりを大切にした活動を行っています。

音声ガイド
鴻巣うさぎのみみ

　障がいの有無に関わらずお互いの理解と信頼を深めながら、視覚障がい者
と共に生活場面に必要な音声ガイドを学び、映画に音声ガイドをつける活動や
映画鑑賞会を実施し、交流を深める活動をしています。

鴻巣市
心の健康を守る家族の会

　市内を拠点とする精神障がい者の家族同士の親睦と健康のため、悩み相談や
交流を行っています。また、年に数回、福祉イベントへの出展や専門家・体験者
による講演会を開催し、精神障がい者の福祉の向上を目標に活動しています。

埼玉県社会福祉大会会長表彰
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～社協へのご厚意ありがとうございました～
鴻巣敬神会露商組合 35,000円
近藤　充夫 30,000円
中央住宅消毒 20,000円
ハッピーウクレレ 5,934円
箕田青山会 21,323円
JAほくさい川里中央支店 28,950円

岩上　茂（㈱直徳） 20,000円
全国友の会鴻巣支部 5,000円
建設埼玉鴻巣支部 10,000円
39年卒吹上中学3年1組同級会　　　 30,000円
躑躅森　喜代治　　　　　　　　　　12,960円
匿名　　　　　　　　　　　　　　   30,000円

社協友愛電話ボランティア募集します

令和7年10月21日～令和7年12月20日
（順不同 敬称略）

　　　　　　　　「成年後見相談会」を開催します
　成年後見制度について知りたい方、利用をお考えの方の疑問や手続きについて、弁護士、社会福祉士、行政書士
がご相談を受けます。

日　　時  令和8年2月26日（木） 午後１時～午後４時30分（一組30分程度）
場　　所  鴻巣市総合福祉センター 福祉活動支援事業室　　　 対　　象  市内在住の方
申込期間 1月26日（月）～2月13日（金） ※先着順
申 込 み  福祉支援課　TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

相談無料

  高齢者福祉センターひまわり荘  からだバランスチェック 行います！
　ご自分の身体の状態に関心はありませんか？市内在住のシニアの方を対象に「からだバランスチェック」を
実施します。測定後、運動指導を行います。どなたでもお気軽にご参加ください。
内　　容  体組成測定（筋肉と脂肪の割合・部位別脂肪バランス・基礎代謝・内臓脂肪・身体年齢など）
日　　時  令和８年2月19日（木）
　　　　　１部：午前10時～午前10時45分（定員７名） / ２部：午前11時～午前11時45分（定員７名）
場　　所  高齢者福祉センターひまわり荘（鴻巣市関新田1300-1） 対　　象  市内在住の60歳以上の方
申込期間 １月15日（木）～２月13日（金）
申 込 み  地域福祉課　TEL 048-578-8707　FAX 048-578-8708

参加無料

地域就職相談会 ～地域を支える福祉のお仕事してみませんか？～

　さいたま市及び近隣市町の福祉施設が集まる就職相談会を開催します。
無資格・未経験で働ける職場もありますので、お話だけでも聞きに来てください。
日　　時  令和8年2月13日（金）　午後2時～午後4時
場　　所  ソニックシティビル　地下１階　第１展示場　　　 費　　用  無料
問 合 せ  社会福祉法人 埼玉県社会福祉協議会 福祉人材センター
　　　　　TEL 048-833-8033　FAX 048-833-8062 （平日午前10時～午後５時 祝日を除く）                   

詳しくはこちら

埼玉県人材センター

　希望する高齢の方に“声のお友達”として電話で見守る活動です。下記の活動日時でご都合に合わせてお選び
いただけます。自分のペースで活動したい方にオススメです。

活動日時 火曜日：午前９時30分～午前11時
 　　　　　午後１時30分～午後３時
 　 木曜日：午前９時30分～午前11時 

活動場所 鴻巣市総合福祉センター
問 合 せ  地域福祉課
 　 TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102
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